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評価結果の総合所見 

本課題は、MEMS センサの高感度化と低消費電力化とのトレードオフ関係を克服するため、自己組

織化エレクトレット（SAE）を活用した自己バイアス式集積化 SAE-MEMS センサの開発をするものであ

る。 

目標を達成し、企業との共同研究も進んでおり、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られ

た。 

MEMS センサでは、感度向上、シミュレーションモデル構築、設計手法において、目標を上回る成果

を得るとともに、SAE-MEMS 静電型センサの試作では概ね設計通りのデバイスを実現している。信頼

性評価では、生活環境下でほぼ安定に動作するなど、デバイスパッケージングへの指針を得ることに

も成功していることは実用化に向けて重要な点である。企業及び海外他大学との共同開発等、そのア

クティビティーは高く評価でき、企業化に向けての基盤は構築できたと判断できる。 
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